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Planning and Conducting Class Activities in ‘English’ for Social 
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１．  富山短期大学福祉学科英語カリキュラムの沿革 
 （１）では富山短期大学幼児教育学科、（２）では食物栄養学科及び専攻科食物栄養専
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スピーカーの教員によるＥＧＰ、後半の８回は筆者が担当するＥＳＰという授業の流れ
が定着し、現在に至っている。過去２年間の履修人数は、34、35 名中９名である。  
 








2.2. 福祉の分野のコーパス  
上記の理由により、短期大学において福祉を専攻する学生を対象とするＥＳＰの下位
区分は、保育・幼児教育専攻の場合と同様、ＥＯＰ（English for Occupational Purposes）
［職業目的のための英語］の中のＥＰＰ（English for Professional Purpose）［職業専
門家のための英語］ということになる。２ 従って、 “welfare”（「福祉」）から始まって、
“the elderly”（「お年寄り」）、 “the aging society”（「高齢化社会」）  “life expectancy”
（「平均余命」）等、基本的な語あるいは語句から学習を始める。一口に福祉と言っても
介護福祉、社会福祉、公共福祉、子ども福祉、医療福祉等、様々な分野があるが、本学
福祉学科の場合、授業時間数が１年前期 15 回 30 時間と非常に限られているので、特に
介護福祉の分野のコーパス（ corpus）３ を中心に授業計画を立てている。 “care-giver”
（「介護者」）、 “(certified) care-worker”（「介護福祉士」）、 “home care”（「在宅介護」）、
“nursing facility”（「介護施設」）、  “wheelchair”（「車椅子」）、 “dementia”（「認知症」）
等の語彙が学習内容に含まれるように教材を選択あるいは作成している。 









３．  介護福祉士のための英語教育のニーズ 
3.1. ニーズ分析トライアングル 
（２）で述べたように、ウェスト（1994）は、ＥＳＰ教育における「ニーズ分析トラ 
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ており５、「Fundamentals of English Ⅰ・Ⅱ」、「Oral Fluency Ⅰ・Ⅱ」、「Communication 
for Community Work」、「福祉グローバル研修」といった英語科目を置いている。６  ま
た、関西学院大学人間福祉学部では、１、２年次に必修で「英語講読」、「英語表現」が
設置されており、３つの能力別クラスに分けて授業が行われている。７  川崎医療福祉大

















のニーズ分析のアンケート調査１ １  によれば、問 12「私は英語の勉強がしたい」に対す
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は全体の 69.9%である。これに対して、問 13 「私は英語の勉強をする必要がある」に
対する回答は、１「全くそう思わない」0.4%、２「あまりそう思わない」4.5%、３「ど
ちらかというとそう思わない」5.4%、４「どちらとも言えない」8.3%、５「どちらかと
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の斡旋を依頼することは許可されていない。１ ４  
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4.1. 福祉の分野におけるＥＧＰ  
本学福祉学科の学生は、入学当初よりほぼ全員が介護福祉士の資格を取得し、職業専
門家になることを目指している。従って、前にも述べたように、必要とされるＥＳＰ
（English for Specific Purposes）の下位区分は、ＥＯＰ（English for Occupational 
Purposes）の中のＥＰＰ（English for Professional Purpose）である。 














グ・ファイザル大学（King Faisal University, Dammam, Saudi Arabia）の  CSE KFU 
Programme を紹介する。１ ５ CSE は British Council の Communication Skills in 
English Programme の頭文字、 KFU は King Faisal University の頭文字である。これ
は、医学の分野のＥＳＰであり、 Intensive Course Stage I, II, III の３つのコースから
成る。ＥＧＰに対するＥＳＰの割合は、それぞれ、 Intensive Course Stage I：50%、
Intensive Course Stage II： 70%、 Intensive Course Stage III：85%と、学習が進むに
つれてＥＳＰのパーセンテージが高くなっている。ただし、週あたりの授業時間数は、I：
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する上で大いに参考になる。例えば、 Intensive Course Stage I の内容は以下の通りで
ある。なお、この論文において、ＥＧＰはＧＥ (General English)と表記されている。  
 
［表１］：Syllabus Components of CSE KFU Programme－Stage I１ ６  
Component                Language Bias      Weekly Hours      Team Taught 
Nucleus                      ESP                   5                ✔  
Language of Maths            ESP                   4         ×  
Lexis                         ESP                   3         ×  
SRA Reading Laboratory       GE                    3         ×  
Language Laboratory          GE                    5         ×  
Video                         GE/ESP               4         ×  
                                                          ――  
7             ESP C. 50% 
 
ESP に関しては、Nucleus（基礎）、Language of Maths（数学の言語）、Lexis（語
彙）等、言語としてあまり複雑でない学習内容から始め、SRA Reading のように言語の
大きなかたまりを扱うものは GE、Language Laboratory、Video 等、言語の音声面に関
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［表２］福祉学科１年生の英語実力診断テスト結果（受験者数９名）            2017. 6.  
 短文空所補充 会話文 作 文  長  文  筆記小計 リスニング 合 計  















最高点 13   7   4  12 34 23 53 








６．  福祉学科「英語」の授業計画と運営 
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［表３］2017 年度 福祉学科「英語」講義概要 
回  授  業  内  容  
１ 
Introduction: what do you do?（イントロダクション あなたは、どんなことをしてい
ますか？） 
２ 
What do you do? cont./pair interviews（あなたは、どんなことをしていますか？二人
ずつペアになってインタビュー） 
３ How often do you... . . .?（あなたは、・・・［週に］どれくらいやっていますか？） 
４ Talking about likes and dislikes（好きなこと、嫌いなことについて） 
５ Where were you?（以前は、どこで何をしていましたか？） 
６ Review and activities（復習、教室内の活動） 
７ Final test（最終試験） 
８ 福祉の分野で使用する語彙(1)：Parts of the Body（人体各部位） 
９ 
Japan needs more nurses and care-workers（日本には、もっと看護師と介護福祉士が
必要）／A middle-aged nurse is talking to Ms. Hara, a 75 year-old patient.（中年の





Adult Diapers Outsell Baby Diapers(1)（大人用おむつ、赤ちゃん用おむつの売り上げ
を上回る）精読 
12 
Adult Diapers Outsell Baby Diapers(2)（大人用おむつ、赤ちゃん用おむつの売り上げ
を上回る）精読及びディスカッション／Late Adulthood (1)（高齢者）精読 









6.2. 教室内における活動  
(1) 日常生活のトピックでコミュニケーション  
 全 15 回のうち前半の７回は、ＥＧＰの授業である。英語のネイティヴ・スピーカー
教員が担当し、授業はすべて英語で行われる。 
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(2) 福祉の分野で使用する語彙  
 第８回以降は、筆者が担当するＥＳＰの授業である。第８回、第 10 回は、福祉の分
野で使用する語彙を扱う。 






臀部」）から “knee”（「膝」）までは  “thigh”（「太もも・大腿部」）、“knee” から下は  “leg”
（「脚」）と呼ぶ等、正しい知識が身につくよう確認しながら授業を進める。また、
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public assistance             （  ア  ）  
（  イ  ） system           介護保険制度 
People age 40 and over are required    40 歳以上の人は、毎月（ ウ ）を





一部（   ）の位置を変えて出題するのも一つの方法である。 






 最初に採り上げる会話文は、 “Japan needs more nurses and care-workers”（「日本に
は、もっと多くの看護師・介護福祉士が必要である」）である。ここでは、看護師・介護
福祉士不足のため日本政府がインドネシアやフィリピンからの研修生の受け入れを決定
したという最新のニュースが話題になっている。前半の部分を引用する。１ ８  
 
 Rie:  Did you know there is a shortage of nurses and care-workers in Japan? 
  Mai: No, I don’t. Why is that? 
  Rie:  Because it’s a tough job with lots of stress. Nurses have to work nights and 
 weekends. 
  Mai: What’s the solution? 
  Rie:  The government has invited nurses from other countries, such as Indonesia 
 and the Philippines, to come to Japan as trainees. 
  Mai: That sounds like a good idea. 
  Rie:  Yes, I agree with you. But the problem is foreign nurses have to pass a 
 national test. It is in Japanese and really difficult for them. 
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   ならないの。試験は日本語で、とても難しいの。 




例えば、疑問文に関しては、１行目の “Did you know there is a shortage of nurses and 
care-workers in Japan?” は助動詞で始る疑問文なので文末を上げ調子で読むが、これ
に対して、２行目の “Why is that? ” や５行目  “What’s the solution? ” は疑問詞で始ま
る疑問文なので、文末を下げ調子で読むように指導する。  
この会話文を選んだ理由は、福祉の現場で役立つと考えられる表現が多く含まれてい
ることである。例えば、３行目のリエのせりふ “it’s a tough job with lots of stress” は、
わが国において福祉の仕事が敬遠される理由を端的に一言で述べたものである。“tough” 
が、日本語の「タフな」とは違って「辛い、苦しい、骨の折れる」という意味であるこ
とを確認しておきたい。 “Nurses have to work nights and weekends” も忙しさをうま
く表現したものである。 “nights and weekends” が複数形になっていることにも注意を
喚起したい。英作文で同じような表現が出てきた時に複数形が使えれば、英語がかなり
上達した証拠である。 “That sounds like a good idea.” や  “I agree with you.” はＥＧ
Ｐの範疇に属するが、これも日常生活で頻繁に使用される重要な表現である。  
次に “A middle-aged nurse is talking to Ms. Hara, a 75 year-old patient.”（「中年
の看護師が 75 歳の患者、原さんに話しかける」）より、前半の部分を引用する。１ ９ 
 
Nurse:    My, you are looking fine this morning. You must be happy to be going 
  home. 
Ms. Hara: Pardon? 
Nurse:    Are you happy to be going home? Today? Happy? 
Ms. Hara: Well, yes. I am looking forward to being in my home again. But I worry 
  about falling down. 
Nurse:    You need to take things slowly. And rest. Don’t push yourself at first. 
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  No full exertion for a while. 
   …………………………………………………………………………………………………. 
 
＜試訳＞ 
  看護師：まあ、今朝はとても元気そうね。お家に帰るのはうれしいでしょうね。 
  原さん：え？ 
  看護師：お家に帰るのはうれしい？今日？うれしい？ 
  原さん：まあ、そうね。自分の家に戻るのが楽しみだわ。でも、転倒しないかどう 
      か心配なの。 
  看護師：何でも、ゆっくりするようにしたらいいわよ。そして、休憩をとることね。 
はじめは、無理しないで。しばらくは、頑張り過ぎないようにね。 
   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
 おそらく耳があまりよく聞こえず、 “Pardon?” と聞き返す原さんに対して、看護師は  
“Are you happy to be going home?” と、言ったばかりの内容を簡略化した表現で繰り
返した後、さらに駄目押しするかのように  “Today? Happy?” と要となる語を繰り返し
ている。病院や施設では、患者や利用者に対して、短く分かりやすい表現に言い換えな
がら根気よく繰り返し言う場面が想定されるので、このように、やや特殊なコミュニケ
ーションのサンプルに触れることも大変有益と考えられる。 “fall down” や  “take 
things slowly” も、覚えておくと現場でとても役に立つ表現である。  
(4) リーディング  





Adult diapers are set to outsell baby diapers in Japan by 2020 in just the 
latest example of the challenges facing a nation where more than 20 percent of 
the population are 65 and older.  
The Nikkei newspaper reports that paper companies－Daido and Nippon 
Paper－are expanding their “incontinence products” manufacturing facilities in 
preparation for an expected surge in demand. 
Quartz. com says the adult diaper market is growing by up to 10 percent 
year-on-year and rakes in $1.4 billion per year. Adult diapers can go for as much 
as two and half times the price of baby diapers. 
富山短期大学紀要第 54 巻(2018.3) 
 
- 73 - 
 
Japan has one of the fastest-aging populations in the industrialized world, 
and there are concerns about how elderly citizens relying on care will be cared 
for in the year ahead. 
In a startling statistic reported by the Telegraph newspaper, nearly a 
quarter of all shoplifting arrests in Tokyo last year involved pensioners over the 
age of 65. 
More than 3,320 pensioners were detained by police, eclipsing for the first 
time the number of teenagers detained in the same year (3,195) 
About 70 percent of the thefts involved food, signalizing the growing poverty 
amongst pensioners living alone in Tokyo. 
 
＜試訳＞  
   日本では 2020 年までに大人のおむつの売り上げが赤ちゃんのおむつの売り上げ
を超える見込みですが、これは 65 歳以上の人が人口の 20％を超える国が直面して
いる問題の一つです。  
   日経新聞の報告によれば、大王製紙や日本製紙といった製紙会社は需要の急増を
予測して、「失禁製品」の製造機関を拡大しています。 
   Quartz. com によれば、大人のおむつの市場は毎年最大 10 ポイントの成長を遂
げ、年間 14 億ドルの収入になります。大人のおむつを買うために、赤ちゃんのお
むつの値段の２倍もの金額が支払われています。  
   日本は工業国の中で最も高齢化が進んでいる国の一つであり、介護に依存してい
る高齢者が、これから先どのように介護されるのかが懸念されます。  
   テレグラフ紙が伝えた驚くべき統計によれば、昨年東京で万引きで逮捕された者
の１／４近くが 65 歳を超える年金受給者でした。  
   3,320 人を超える年金受給者が警察によって拘留され、初めて同年拘留された十
代の若者の数を上回りました（3,195 人）。  





“Adult diapers”「大人のおむつ」、“incontinence products”「失禁用品」、“pensioners” 
「年金受給者」は、ぜひ知っておきたい福祉の分野の語彙である。また、本文にはない
が、この際  “disposable diaper”「使い捨ておむつ、紙おむつ」、“pension”「年金」等の
語（句）も紹介する。第３パラグラフでは  “. . . is growing by up to 10 percent 
year-on-year and rakes in $1.4 billion per year. . . .”、あるいは  “. . . as much as two 
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and half times the price of. . . . ” 等、数字や倍数を扱った表現が理解できているかど
うか、また正しく音読できるかどうか確認しておきたい。英文を音読していて、数字が
出てくると日本語読みになってしまう学生が多いからである。また、同じパラグラフの  









“I think Japan needs more care-workers and guardianships for the elderly. So 
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は次の通りである： “I’m sad to hear that pensioners over 65 were detained by police. 
I think we must support them. For example, we should talk with them and not to 





学習のプロセスの要所において、学習者に対して「足場作り」（ scaffolding）２ １  を行う
ことは、ＥＳＰ教育において重要なことと思われる。  
 最後の２回の授業では、「ユマニチュード」（humanitude）２ ２  に関する記事を採り上  
げた。この文章は、『楽しい英語の世界へようこそ』（Dear Class）というタイトルのＥＧＰの  
英語教材に収録されている。２ ３  このテキストでは、「クラゲ」、「働くロボット」、「ムーミン・  
ハウス・カフェ」等、様々なトピックが扱われている。このように、ある分野のＥＳＰのために  
有効な教材がＥＧＰのテキストに収録されているケースも多い。  
「ユマニチュード」は、フランスのイヴ・ジネスト（Yves Gineste）とロゼット・マ  
レスコッティ（Rosette Marescotti）により創始された高齢者ケア技術である。150 を
超える具体的な技術が「人とは何か」という哲学に基づいて体系化されており、フラン
スでは現在 400 を超える医療機関・介護施設で導入され、国内に 11 の支部を持つ。現
在日本ではジネスト・マレスコッティ研究所日本支部（理事長：本田美和子氏）の設立
準備が進んでいるという。２ ４  テキストより、Level １のパラグラフを引用する。  
 
Humanitude is a method of caring for people with dementia or other illnesses. 
That focuses on the patient. Humanitude stresses understanding, connecting 
emotionally, and behaving ethically toward others. In nursing care, humanitude 
concentrates on five principles: standing, eye contact, smiling, touch, and 
communication. For sick patients, it’s important to get them standing and 
walking as soon as possible to improve circulation. Warm visual eye contact 
attracts the patients’ attention and provides them with a sense of dignity. 
Smiling helps nervous patients feel at ease. Touch provides warmth, reassures, 
and comforts the sick. Communication can convey the hope of getting better, 
inform and encourage [patients]. Using these principles can improve patient 
care and inspire caregivers. 
 
＜試訳＞  
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いう名称を聞いたことがなくても、ここには  “understanding”、 “connecting 
emotionally”、“behaving ethically toward others”、“standing”、“eye contact”、“smiling”、 
“touch”、“communication” 等、介護に必要な語彙が豊富に含まれている。第６文  “Touch 
provides warmth, reassures, and comforts the sick. ” では、“Touch” が主語、provides”、 
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(5) 国際シンボルマーク  







             
       １         ２          ３          ４  
 
(A) The symbol shows that the premises have a sigh-language interpreter service 
  available.（このマークは、この施設では手話通訳者のサービスを受けられるこ  
とを意味している。）  
(B) The symbol shows that the premises have barrier-free access.（このマークは、  
この施設がバリアフリーであることを意味している。）  
(C) The symbol shows that any written material uses a large font for people with 
vision problems.（このマークは、目の不自由な人のためにすべての掲示物に大  
きな文字が使用されていることを意味している。）  
(D) The symbol shows that this telephone also has a keyboard for the hard of 
hearing. （このマークは、この電話には耳が不自由な人のためのキーボードが  
ついていることを意味している。）  
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ておきたい。例えば、「人間万事塞翁が馬」（ “The ways of providence are inscrutable to 
man.”）は中国の「淮南子
え な ん じ
」に由来する。“Every failure is a stepping stone to success.”
（「失敗は成功のもと」）の出典はイギリスのウィリアム・ホエイウェル（William 
Whewell, 1794-1866）の『イングランドの道徳教育の歴史に関する講義』第７講
（Lectures on the History of Moral Philosophy in England, Lecture 7, 1852）である。
ただし、後者に関しては、トーマス・エジソン、ヘンリー・フォード、ビル・ゲイツ等、
古今東西の偉人が同じような意味の言葉を残している。また、 “Fortune comes in by a 
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＜注＞  
                                                     
１  福祉人材センター・バンク「福祉のお仕事」 (Retrieved December 22, 2017, from 
https://www.fukushi-work.jp/work/detail.html?id=5&did=1) 
２  ＥＳＰ、ＥＯＰ、ＥＰＰの区分に関しては、大学英語教育学会監修 英語教育学体系第４巻『 21
世紀のＥＳＰ－新しいＥＳＰ理論の構築と実践－』大修館書店 2010, pp. 7-8 参照。  
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